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公園等の整備、管理棟の問題、基本目標、基本方針に関する箇所の変更点 

新 旧 

２）公園等の整備・管理等の問題 

（１）公園等の整備について 

公園等の整備・配置における地域間の不均衡 ①整備量等の地域間不均衡 

本市の公園等の整備面積は、市の目標とする人口一人当り面積に達していません。また、地

域によって一人当り公園等面積や誘致圏のカバー状況に差異があります。特に、南部の市街地

部では人口一人当り公園等面積などが不足しているものの、土地利用密度の高さや市の厳しい

財政状況からも新たな公園整備は容易ではありません。 

 
公園等全体の箇所数の 6 割以上を占める小規模な公園 ②小規模な公園の問題 

本市における市街地開発の経緯や土地利用密度等に起因し、1,000 ㎡未満の小規模な公園等

が、本市の管理する公園等全体の 6 割以上を占めています。こうした小規模な公園等では、整

備可能な施設や広場等が限られ、市民向けアンケートにおいても利用が少ないことが示されて

います。 

 
⾧期にわたり未整備の都市計画公園・緑地の存在 ③⾧期未整備の問題 

本市には、都市計画決定されたものの整備が実現しないまま⾧期の時間が経過した、未整備

の都市計画公園・緑地が 25 箇所、322.65ha 存在します。こうした未整備箇所には、民有地も

含まれ、土地所有者に対し⾧期にわたる権利制限を課す状態となっています。また、本市では

少子高齢化の傾向にあるほか、計画地の周辺で他の公園整備が進んでいるところがあるなど、

計画決定時とは情勢が異なってきている箇所もあります。 

 
進行する公園施設や植栽の老朽化等の問題 ④施設老朽化等の問題 

本市の公園等はその 6 割が整備後 30 年以上経過していて、公園施設や植栽の老朽化等が進

行しています。（削除）老朽化等の進行は、事故リスクの上昇や維持管理費用の増加につなが

るほか、整備後の時間経過に伴い、地域の人々の利用ニーズと施設の機能に乖離が生じている

可能性もあります。 

 
多様なニーズ等に対応する公園等整備の問題 ⑤多様なニーズへの対応の必要性 

高度経済成⾧期以降の人口が増加する情勢では、公園等には子どもの遊び場としての機能が

求められ、それに対応した画一的な整備が⾧年にわたり行われてきました。しかし、その後の

社会情勢の変化に伴い、公園等に対するニーズは多様化していて、本計画の検討に先立ち実施

したアンケートでは、様々な遊具のある公園やボール遊びのできる公園、ジョギングコースや

健康器具、防災機能などのニーズが示されています。こうした公園等に対する多様なニーズに

対応する整備の重要性が増しています。 
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２）公園等の整備・管理等の課題 

（１）公園等の整備について 

地域の実情に対応した公園等の整備内容の検討が重要 ①地域の実情等への対応 

本市の公園等の整備面積は、市の目標とする一人当り面積に達していませんが、今後の人口

動向によってこの水準は変化していく見通しです。ただし、地域によって、人口一人当りの公

園等面積や誘致圏のカバー状況に差異があり、一人当り面積が少ない地域や誘致圏に含まれて

いない箇所も存在します。 

 
公園等の半数以上を占める小規模公園の存在 ②小規模公園の見直し 

本市における市街地開発の経緯や土地利用密度などから、1,000 ㎡未満の小規模な公園等は、

本市が管理する公園等全体の 6 割以上を占めています。こうした小規模な公園は、整備可能な

施設や広場が限られ、市民向けアンケートにおいても利用が少ないことが示されている一方、

市域に広く散在し、維持管理の負担も少なくありません。 

 
⾧期にわたり未整備状態の都市計画公園・緑地の存在 ③⾧期未整備への対応 

本市には、都市計画決定されたものの整備実現せず、⾧期間時間が経過した⾧期未整備の都

市計画公園・緑地が 16 箇所、317.6ha 存在します。こうした未整備箇所には、民有地も少なく

なく、土地所有者に対し⾧期にわたる権利制限を課す状態となっています。また、計画決定後

の時間経過において、社会情勢の変化や周辺におけるほかの公園整備の進展など、当該公園を

取り巻く環境に変化が生じている箇所もあります。 

 
公園施設の老朽が進行 ④施設老朽化対応 

本市の公園等はその 6 割が整備後 30 年以上経過していて、公園施設や植栽の老朽化等が進

行しています。施設の老朽化等の進行は、事故リスクの向上や維持管理費用の増加につながる

ほか、整備後の時間経過に伴い、周辺地域の人口減少や少子高齢化などの社会的情勢に変化が

生じ、その公園等が求められる役割が整備当初と異なってきている箇所もあります。 

 
市民ニーズに示される望ましい公園像等への対応 ⑤市民ニーズ実現 

こどもならびに子育て層を含む市民アンケートでは、様々な遊具のある公園やボール遊びの

できる公園などの望ましい公園像のほか、そうした公園像に対応し、アスレチック遊具等の特

色ある遊具、グラウンドのほか、トイレ等の施設の整備についてニーズが示されています。 
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新 旧 

（２）公園等の利用及び管理運営について 

子どもや子育て層以外の市民の利用が限定的 ⑥限られた利用者層 

各アンケートの結果には、公園等の利用状況は、こどもや子育て層などの市民は日常的に公

園を利用する傾向がありますが、それ以外の市民による公園利用は限定的であることが示され

ています。 

 
ニーズに対応できない利用ルールの問題 ⑦硬直的な利用ルール 

公園等の利用について、原則、市内の公園等一律の利用ルールを定めています。一方で、市

民向けアンケートでは、全市一律の公園利用のルール設定に限るのではなく、地域のニーズや

問題等に柔軟に対応する利用ルールの導入を望む意見が多いことが示されています。（削除） 

 
 

市民協働の取組の持続性や参加拡大の問題 ⑧市民協働の持続性等の問題 

公園アドプト団体や緑化団体は、（削除）近年、会員の高齢化や担い手の確保等の問題が深刻

化し、活動の休止や解散等に至る団体も出てきています。一方、こうした市民協働の取組につ

いて、参加実績や参加意向をもつ市民は限られているため、より多くの市民協働の取組への参

加促進が問題となっています。 

 
 

維持管理コストの増加と厳しい財政制約の問題 ⑨維持管理コストの増加 

公園等の新規整備の進展や施設の老朽化等に伴い、維持管理に必要となるコストは増加傾向

にあります。一方で、本市は厳しい財政状況にあり、将来的には少子高齢化に伴い税収の減少

が予想されます。この結果、公園施設や公園の除草・清掃等の維持管理の予算も減少すること

が予想されます。 
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（２）公園等の利用及び管理運営について 

こども・子育て層以外市民の公園利用の少なさ ⑥幅広い利用の促進 

各アンケートの結果には、公園等の利用状況は、こどもや子育て層などの市民は日常的に公

園を利用する傾向がありますが、それ以外の市民による公園利用は限定的であることが示され

ています。 

 
地域の実情に対応した公園等の柔軟な利活用の実施 ⑧柔軟な利活用 

市民向けアンケートの結果から、全市一律の公園利用のルール設定に限るのではなく、地域

のニーズや課題等に（追加）対応した利用ルールの導を望む意見が多いことが示されています。

公園利用のローカルルールは、前項において整理した多既存ストックの有効活用などを進める

観点からも有益な取組になります。 

 
一部の市民の参加に留まる市民協働の取組 ⑨市民協働の支援・促進 

公園アドプト団体や緑化団体は、⾧年にわたり公園等で活動し、その管理の質の向上や地域

コミュニティの醸成等に大きく貢献してきました。ただし、近年は会員の高齢化や担い手の確

保等の課題が深刻化し、活動の休止や解散等に至る団体も出てきています。一方、こうした市

民協働の取組について、参加実績や参加意向をもつ市民は限られていて、より多くの市民の協

働の取組への参加促進が課題となっています。 

 
維持管理費用の増加と厳しさを増す財政状況 ⑦効率的な維持管理 

公園等の新規整備の進展や施設の老朽化等に伴い、維持管理に必要となるコストは増加傾向

にありますが、本市の厳しい財政状況から、必要な予算を十分に割り当てることは容易ではあ

りません。こうした傾向は、今後より一層厳しさを増すことが見込まれます。 
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新 旧 

第３章 基本目標、基本方針 

１）上位計画等における目標や公園等の現状・問題の整理 

■上位計画等におけるまちづくり等の目標 

本市のめざすまちづくりは、第６次総合計画において、『わたしの舞台は たからづか』というス

ローガンに象徴されるように、市民が「活動・活躍できる場」（舞台）をつくり、「暮らし」（舞台）を

支え、「まち」（舞台）を未来につなげていくことをめざしています。また、みどりの基本計画におい

ても、（削除）市民、各種団体、民間事業者、行政のあらゆる主体との協働により、それぞれがやりた

いことのできる理想のまちにおいて、宝塚市らしいみどりあふれるまちづくりを進めることを基本理

念に、『みんなでつくる 花とみどりの夢舞台』をキャッチフレーズに設定しています。 

 

■公園等の整備・管理等における現状や問題 

前章における整理のように、本市の公園等については、整備目標の達成に向けたさらなる取組の必要性

や、小規模な公園の多さ、老朽化の進行などの問題があります。また、管理・運営面においても、公園利

用者が限定的であることや市民ニーズへの対応、市民協働の取組の継続性等に改善の余地があります。 

こうした状況は、公園等がまちづくりにおいて果たす役割をあらためて見直し、市民の多様なニーズや

地域特性を踏まえ、公園等をより身近で多様に活用できる場として再構築していく機会でもあります。今

後は、地域の実情に即した形で、市民をはじめとする多様な主体の協働のもと、公園等の整備・管理・運

営を一体的に進めるとともに、公園区計画の作成と推進に取り組むことが重要です。 

 

 

２）基本目標 

前項で整理を行いました、上位計画におけるまちづくり等の目標、公園等の整備・管理等におけ

る現状と問題を踏まえ、本計画の基本目標を下記のように整理します。 

 

■基本目標 

（削除）本計画では、市民一人ひとりが公園区計画など、①計画の実現に向けて携わる市民主体

の視点（わたしがつくる）、②地域ごとの実情に対応した公園区計画などの計画を市民・各種団体・

行政との協働のもと計画を策定・実施する視点（地域ととりくむ）、③公園づくりを通じ、宝塚市の

めざすみどりあふれるまちの姿を実現する視点（公園からのまちづくり）を重視します。本計画で

取り組む公園区計画の作成・推進など施策を通じ、やりたいことの実現できるまちづくり、だれも

が利用できる公園づくりに取り組んでいくことをめざし、下記のスローガンを設定します。 

 

＜パークマネジメント計画におけるスローガン＞ 
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３．基本目標、基本方針 

（追加） 

前項までに整理を行いました、上位計画におけるまちづくり等の目標、公園等の整備・管理等に

おける現状と課題を踏まえ、本計画の基本目標、基本方針を下記のように整理します。 

 

１）基本目標 

■上位計画等におけるまちづくり等の目標 

本市のめざすまちづくりは、第６次総合計画において、『わたしの舞台は たからづか』というス

ローガンに象徴されるように、市民が「活動・活躍できる場」（舞台）をつくり、「暮らし」（舞台）を

支え、「まち」（舞台）を未来につなげていくことをめざしています。また、みどりの基本計画におい

ても、こどもからお年寄りまで幅広い世代の多様な市民、各種団体、民間事業者、行政のあらゆる主

体との協働により、それぞれがやりたいことのできる理想のまちにおいて、宝塚市らしいみどりあふ

れるまちづくりを進めることを基本理念に、『みんなでつくる 花とみどりの夢舞台』をキャッチフレ

ーズに設定しています。 

 

■公園等の整備・管理等における現状や課題 

前項における整理のように、本市の公園等の整備については、（追加）小規模公園の多さ、老朽化

の進行などの特徴があります。また、公園等の管理・運営について、多様な市民による公園利用が

限定的であることや、市民協働の取組の継続性等に課題があることなどが示されています。 

これらを踏まえると、今後、地域の実情に対応しながら、市民をはじめとする多様な主体の協働

のもと、公園等の整備・管理・運営、公園区計画の作成と推進に取組むことが重要です。 

 

 

■基本目標 

以上を踏まえ、本計画では、市民一人ひとりが公園区計画など、（追加）計画の実現に向けて携わ

る市民主体の視点（わたしがつくる）、（追加）地域ごとの実情に対応した公園区計画などの計画を

市民・各種団体・行政との協働のもと計画を策定・実施する視点（地域ととりくむ）、（追加）公園

づくりを通じ、宝塚市のめざすみどりあふれるまちの姿を実現する視点（公園からのまちづくり）

を重視します。本計画で取り組む公園区計画の作成・推進など施策を通じ、やりたいことの実現で

きるまちづくり、だれもが利用できる公園づくりに取り組んでいくことをめざし、下記のスローガ

ンを設定します。 

 

＜パークマネジメント計画におけるスローガン＞ 
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